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並型人工魚礁効果調査

担当者 ι員長頑 茂

校師吉崎 茂

I 白的

魚議設越による効果(漁ぎ利射)詞針及び長 7手l'全:))ブ r ク(!)伏Otを誠貸し，今漫における並裂魚

機運に対する判走の貸料とする。
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2. 議室主項目

長裂1帝国T
(三B;f[J3 7年より 3ナ平に亘って長崎査したものの紙、まとめ)

岩崎村 j 、

イ， 魚線不リ用状況

ロ，漁、穫量の変勃

ハ，魚機の経済効果

温 調査結果

① 深浦地区

本地区については魚鳴を設遣した B海区と他海区との手Uf再度及び漁存状況について比較検討を行

ったが，魚機設置時期(昭和 39年 3月20日〕の遅れと漁場に比し投入数( 1 0 01国)が甚だ少

いため現在の段階では効果の有無について判断を下し得ない。(表 1参!環)

~ 岩崎地区

魚犠設置によって最も効果顕著とみられる#リイカの与え欠別月別操業回数及び漁手費量の閣係をみ

ると図 1のとおりで操業i自殺の最多月と漁獲のLLJが一致していることはヤリイカの多い月に集中稼

働していることを示すものである。

また魚穂設置に投下した資本(事業費5ヶ年平均 62.3万円〕に対して水湯金績は 77万円とな

っているの

岩崎地区におけるヤリイカの漁穫内訳の推移をみれば表 2のとおりで魚礁上の 1本的りによる訴事、

fきが伸びてきている。

W 考察

1. 深浦地主

6袈清士也先沿様部は殆んど岩盤地帯であるが，その湾入した á~:;手 3くは外に天然機が散をしていると

ころでは特にこれ等との閣係を矯♂付けたもので人工魚礁の設謹で考えるべきであり，その天然慢

についても調査を行うべきと考える。

2 岩崎地区

岩崎地先のように沖に天然燃がAうり，周辺は半強な砂ttilのおに人工匂ミ殺を設置する場合には魚が

ちょっとした凸部にも陰影を求め， プロックに付着した生物を鍔料としこ捕食するといったことか

ら，沖合から岸に魚を誘致するためには投入プロシク、タ益 1ケ明lこ山積みにして奴立させるのでは

な<(，天然穏と!一週係づけるものとして戎る程変散をさせ漁場を去諮沼化させ，楽魚にめ果あるよう

な方法を採り入れるべきであると考えるつ
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たまたま， 前述したように天然織と人工魚織との中I司成に底建網を建込んだことによって， こZも

j'ー舗の7.涼的指設となって人工魚喰への議設にめ来があったと忌われるωでτ 規模は小さくても

プロアクの点tf.も条件によっては更に魚:患の幼呆を高めるものと考えられる。

:rお， バf~夜更，こ t主常設 1重量三震を子監 iきさせるためにば， その地元の魚嫌において多礎され， 11踊li宣

ある魚時i'選返してこれ専の宝j護主f溜心とi可持iこ，魚様の縛1き並びに袋境条件寄与の:A分な掛金を行
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